
授業科目 医療統計学演習（旧カリ）

□;B竺三；；aな：；：：ま三言三三三三三言三）
＜一般目標： GIO>
将来、証拠に基づいた(Evidence-based)ティーム医療に参加するために、保健・医療分野で用いられる、

各種の指標や統計学的方法を理解し、正しい検定方法を適用できる。

＜行動目標： SBO>

1.医療統計学で学習した、各種の指標や統計学的方法を適用できる。

2.正しい検定方法を適用できる（1.及び2. は医療統計学とほぽ同様である）。

3. コンビュータ学習 (CAD)に積極的に参加する。

4.常に証拠に基づいて議論する習慣を身につける。

回

数 授業計画又は学習の主題 SBO 

番号 学習方法・学習課題

11食中毒の原因究明

21主要死因のSMR

後ろ向き研究としてオッズ比の計算方法を演習する。

（オッズ比はEBMの基本と言って良い）

担当の都道府県について主要死因のSMRを計算し、レーダー・

チャートに表して担当の特徴を述べる。
3, 41 
演習、レポート提出

（理由も考えられるとよい）

31スクリーニングレペルl
臨床検査で応用される敏感度及び特異度の求め方、

また最近重視されてきた陽性反応適中度についても演習から学ぶ。
I 2-41演習、レポート提出

41アンケート調査まとめ 1
アンケート集計した結果について、傾向性の検定や I 

2-4 
演習、レポート提出

順序統計塁の検定について演習によって学ぶ。 1 （理由も考えられるとよい）

51平均値の比較のまとめ 1卒業研究時に最も多用されると思われる、 2群の平均値の差の比較 I 2-41演習、レポート提出
について、様々な検定方法とその適用を演習によって学ぶ。

61検屋線と地域相関

71生命表分析

検呈線を描くとともに、地域相関研究の手法を学ぶ。

特に小数例で用いられるKaplan-Meier法について各自のデータ

を通して計算方法を学び、最後に図示して評価する。

1, 21演習、レポート提出

3, 4 I演習、レポート提出

3, 41演習、レポート提出
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【評価方法】

毎回、簡単なマニュアルをプリントして配布する。

前記の「医療統計学」で配布したプリントを毎回持参すること。

【履修上の留意点】

1. 毎回のレポートは出席点として考慮する。 1. 前期の「医療統計学」を履修しない限り、単独では履修できない。

2. 他の職種の国家試験問題に手を加えて、 2. 前記の「医療統計学」で配布したプリントを毎回持参すること。

5者択一方式の小テストを実施する。 3．電卓はプログラムから呼び出せるものの、あった方が計算が早いようである。
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